
乳用雌牛や肉用繁殖雌牛の増頭を支援します

～乳用牛・肉用牛増頭資金確保円滑化事業～

乳用雌牛や肉用繁殖雌牛の計画的な増頭に必要な家畜の購入・育
成に必要な資金を借り入れる際の都道府県農業信用基金協会によ
る債務保証にかかる保証料を免除します。

○ 事業の対象者
酪農家または肉用牛農家
※計画的な増頭を行うために、乳用雌牛や肉用繁殖雌牛の増頭計画の作成が必要です

○ 保証料免除の対象となる資金
・乳用雌牛の購入や育成に必要な資金
・肉用繁殖雌牛の購入や育成に必要な資金
※保証料免除決定を受ける前に増頭したものについては保証料免除の対象とはなりません

○ この事業を利用するための要件
・乳用雌牛 ： ３年後までに、この事業で購入や育成した頭数以上の

乳用雌子牛を新たに自家生産する
・肉用繁殖雌牛 ：この事業で購入や育成をした肉用繁殖雌牛から

２産以上の子牛を生産すること

○ 事業の仕組み
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事業の概要

○ ご相談・お問い合わせ先
お近くの融資機関
（農協、農林中央金庫、銀行、信用金庫、信用協同組合 など）
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このような生産者も活用いただけます

 増頭のために自家育成したい
※自家育成の場合は、初回種付けから分娩までの育成費分の保証料が免除できます

 家畜の購入や育成以外の資金も含めて運転資金を一括して
借りたい
※一括して借入をしても、増頭･育成のための資金額分の保証料が免除できます

 補助事業と一緒に使いたい
※増頭奨励金、畜産クラスター事業などと併せて活用できます

 制度資金を借り入れている
※スーパーL資金や畜特資金などを借り入れている生産者も利用できます

 税制優遇措置を受けている
※中小企業投資促進税制などの税制特例を受けている生産者も、この事業が活用できます

（問い合わせ先） 公益社団法人 中央畜産会 電話：０３－６２０６－０８３３

活用例

牛の購入･育成費用は融資機関から借りるにし
ても、増頭には何かと費用がかかって大変

牛の購入･育成費として
1,800万円の借り入れ

この事業のおかげで、保証
料分の負担が軽減できたよ

保証料の支払い
初年度 ： 約 6.3万円
償還終了まで ： 約33.3万円

免除

※：償還期限７年、うち据置期間を２年とした場合

牛の購入・育成


